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	日本保健医療社会学会関西定例研究会
	発表タイトル：	阪神淡路大震災後の遺児ケアの問題について��発表要旨：	�阪神淡路大震災から、震災遺児は「心の傷を持つ者」、そして、「心のケア」を受けるべき対象として、その姿を周囲から期待されていた。こうした期待は、被災当事者である子どもたちを「心

